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一般会計予算質疑

　
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
３
月
12
日
と
13
日
に
質
疑
を
行
い

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
常
任
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、
３
月
27
日
の
本
会
議

で
予
算
の
組
み
替
え
を
求
め
る
動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
採
決
の

結
果
、
動
議
は
否
決
さ
れ
、
原
案
を
賛
成
者
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
質
疑
の

一
部
し
か
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
い
内
容
は
、
南
館
１
階
情
報
ル
ー

ム
及
び
各
図
書
館
に
設
置
し
て
い
る
会
議
録
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。︵
い
ず
れ
も
５
月
中
旬
予
定
︶

　
ま
た
、
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
︵
録
画
︶
も
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
質
疑

ソ
フ
ト
面
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
市

民
や
学
生
、
働
く
人
な
ど
が
交
流
で

き
る
空
間
の
形
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、
大

学
や
商
工
会
議
所
、
地
域
住
民
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
の
参
加
と

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
必
要
に
応
じ
、
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

　
ソ
フ
ト
面
か
ら
も
再
整
備
を

Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
前
の
再
整
備
は
、
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
ハ
ー

ド
的
な
再
整
備
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
の
交
流

を
通
じ
て
、
に
ぎ
わ
い
や
活
気
を
取
り
戻
す

ソ
フ
ト
面
の
対
応
も
必
要
と
考
え
る
。
最
近

で
は
、
人
の
つ
な
が
り
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
手
法
も
あ
る

が
、
再
整
備
の
手
法
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

問

答

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
福
丸　
孝
之　

が
、
費
用
対
効
果
、
利
便
性
の
観
点
か
ら
も

望
ま
し
い
施
策
と
考
え
る
。
導
入
に
よ
り
、

収
納
率
も
向
上
す
る
と
考
え
る
が
、
近
隣
市

の
状
況
、
ま
た
、
本
市
で
の
今
後
の
展
開
は

ど
う
か
。コ

ン
ビ
ニ
収
納
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年
度
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
26

年
度
か
ら
導
入
す
る
も
の
で
あ
る
。
導
入
し

て
い
る
近
隣
市
で
は
、
導
入
後
に
収
納
率
が

向
上
し
て
お
り
、
今
後
も
利
便
性
の
向
上
と

口
座
振
替
の
促
進
を
図
り
な
が
ら
、
収
納
率

の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
効
果
は

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
固
定

資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
市
府
民

税
の
収
納
を
導
入
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

問

答
　
維
新
の
会
・
み
ん
な
の
茨
木

　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川　
浩　

　
彩
都
中
部
・
東
部
地
区
の
今
後
は

開
発
途
上
の
彩
都
中
部
・
東
部
地
区

の
今
後
の
整
備
計
画
は
ど
う
か
。
特

に
新
名
神
に
つ
な
が
る
東
部
地
区
は
、
都
市

問

計
画
上
、
そ
の
多
く
が
第
１
種
低
層
住
居
専

用
地
域
と
な
っ
て
い
る
が
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
の
企
業
誘
致
等
の
観
点
か
ら
、
用

途
地
域
の
変
更
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

彩
都
中
部
地
区
の
企
業
進
出
に
伴
う

新
た
な
雇
用
創
出
は
、
概
ね
千
人
規

模
を
見
込
ん
で
お
り
、
大
半
の
区
域
で
企
業

進
出
も
決
ま
り
、
平
成
27
年
春
一
部
ま
ち
び

ら
き
に
向
け
、
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
一
方
、

東
部
地
区
は
早
期
事
業
化
を
目
指
し
て
い
る

が
、
用
途
地
域
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
新
名

神
の
開
通
等
、
周
辺
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、

事
業
の
具
体
化
に
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

答
　
土
曜
授
業
で
詰
め
込
み
教
育
解
消
を

学
校
で
の
ゆ
と
り
の
な
い
詰
め
込

み
教
育
的
な
現
状
の
解
消
に
向
け

て
、
多
く
の
保
護
者
が
土
曜
日
授
業
を
期
待

し
て
い
る
と
い
う
他
の
自
治
体
の
デ
ー
タ
も

あ
り
、
現
在
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
除

外
規
定
を
用
い
て
、
土
曜
日
授
業
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、

授
業
時
間
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
土
曜
日

授
業
の
実
施
を
積
極
的
に
検
討
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

現
在
、
学
力
向
上
支
援
モ
デ
ル
校
区

を
指
定
し
て
お
り
、
９
月
か
ら
中
学

３
年
生
を
対
象
に
土
曜
日
学
習
教
室
の
試
行

を
予
定
し
て
い
る
。
土
曜
日
授
業
に
つ
い
て

は
、
そ
の
目
的
や
課
題
を
明
確
に
し
た
上
で
、

保
護
者
・
教
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
必
要
性
、

週
５
日
制
の
趣
旨
、
地
域
・
家
庭
の
現
状
、

問答
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ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
く

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

効
果
・
課
題
、
国
の
動
向
、
他
府
県
の
実
例

等
を
勘
案
し
、
本
市
の
事
情
に
あ
っ
た
対
応

を
研
究
し
て
い
く
。

　
日 

本 

共 

産 

党

　
　
　
　
　
　
　
畑
中　
　
剛　

　
春
日
丘
地
域
の
浸
水
対
策
を

春
日
丘
地
域
な
ど
の
浅
川
と
大
正

川
上
流
域
の
雨
水
浸
水
対
策
と
し

て
、
両
河
川
の
流
下
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
、
上
流
域
の
７
か
所
の
た
め
池
の
水
位

問

調
節
機
能
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
所
有
者
や

管
理
者
に
要
請
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

雨
水
管
き
ょ
（
※
）
を
布
設
す
る
な
ど
、
抜

本
的
対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

貯
留
機
能
な
ど
の
た
め
池
の
有
効
活

用
は
、
春
日
丘
地
域
の
浸
水
対
策
と

し
て
非
常
に
有
効
と
考
え
て
い
る
の
で
、
今

後
も
、
所
有
者
や
管
理
者
、
府
と
も
十
分
協

議
し
、
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
総
合
的
な
治
水
対
策
が
必
要
と
認
識

し
て
お
り
、
府
の
河
川
整
備
計
画
の
実
施
と

と
も
に
、
市
と
し
て
も
新
た
な
雨
水
管
き
ょ

の
整
備
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

答
　
公　
明　
党

　
　
　
　
　
　
　
篠
原　
一
代　

　
地
域
協
議
会
へ
の
一
括
補
助
金
は

地
域
協
議
会
設
置
の
た
め
に
は
、
今

後
、
協
議
会
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
や
、
地
域
の
各
団
体
へ
の
補
助
金

が
ど
の
よ
う
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
一
括
化

さ
れ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
的
な
も
の
を
示
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

補
助
金
の
一
括
化
に
よ
っ
て
、
各
団

体
へ
の
補
助
金
が
削
減
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
で
き
る
限
り
地
域
が
自
主
性
を

持
っ
て
、
予
算
を
計
上
し
て
運
営
し
て
い
け

る
よ
う
、
小
学
校
単
位
で
補
助
金
を
交
付
し

て
い
く
。
そ
こ
で
、
地
域
担
当
職
員
が
、
ア

問答

（※） 雨水管きょ （うすいかんきょ） ： 雨水による浸水被害を防ぐために、 雨水を河川などに流すための管。

※平成 24年度は６月補正後の予算額

　 会 計 区 分 　 25 年度予算額
（千円）

24 年度予算額
（千円）

増減率
（％）

　 一 般 会 計 　 81,450,000 ※ 77,222,668 5.5

　 特 別 会 計 　 59,579,400 57,544,237 3.5

特
別
会
計
内
訳

財 産 区 会 計 5,532,035 5,590,580 △ 1.0

国民健康保険事業会計  28,809,973 27,897,217 3.3

後期高齢者医療事業会計 3,048,810 2,910,830 4.7

介 護 保 険 事 業 会 計 13,917,582 12,977,400 7.2

公 共 下 水 道 事 業 会 計 8,271,000 ※ 8,168,210 1.3

　　 水 道 事 業 会 計　　 8,180,579 8,099,602 1.0

　 合 　 　 　 計 　 149,209,979 142,866,507 4.4

平成25年度当初予算を可決
　平成 25年度当初予算が可決され
ました。各会計別予算額は下表のと
おりです。
　なお、採決状況については、13
ページをご参照ください。

　
茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
桂　
　
睦
子　

　
コ
ミ
セ
ン
利
用
料
の
格
差
解
消
を

本
市
が
進
め
て
い
る
公
民
館
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行
に

は
、「
地
域
の
自
主
性
が
大
切
」
で
あ
る
と

し
て
い
る
が
、
現
在
の
公
民
館
と
コ
ミ
ュ
ニ

問

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
金
の
格
差
解
消
や

運
営
の
自
主
裁
量
権
を
増
や
す
な
ど
の
検
討

が
必
要
で
は
な
い
か
。

料
金
格
差
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

全
庁
的
な
利
用
料
の
見
直
し
や
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
施
設
管
理
委
託
の
更

新
時
期
に
あ
わ
せ
て
、
縮
小
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
裁
量
権
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
実
情
に
あ
っ
た
運
営
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

委
員
会
委
員
長
連
絡
会
議
に
お
け
る
議
論
を

踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
。

答
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整
区
域
に
お
い
て
は
、
市
が
交
通
の
利
便
性

を
活
用
し
た
物
流
企
業
の
誘
致
を
進
め
、
地

権
者
と
企
業
の
橋
渡
し
役
を
す
べ
き
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

当
該
土
地
は
農
用
地
区
域
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
土
地
利
用
転
換
に
は
高

い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
が
、
土
地
利
用
に
つ
い

て
勉
強
会
を
開
催
し
、
地
権
者
の
意
向
を
尊

重
し
な
が
ら
、
将
来
の
地
域
の
あ
り
方
を
考

え
、
今
後
の
方
向
性
を
定
め
て
い
き
た
い
。

茨
木
城
主
で
あ
っ
た
中
川
清
秀
公
、

キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
や
川
端
康
成
氏
な

ど
、
本
市
と
竹
田
市
の
歴
史
文
化
に
は
、
強

い
つ
な
が
り
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
市
民
が
竹

田
市
を
訪
問
す
る
際
の
交
通
費
や
宿
泊
費
の

一
部
助
成
を
行
う
た
め
の
制
度
を
創
設
し
て

は
ど
う
か
。

竹
田
市
と
の
関
わ
り
は
非
常
に
深
い

も
の
が
あ
り
、
市
民
の
交
流
を
通
じ

て
、
郷
土
愛
や
愛
郷
心
を
育
む
こ
と
や
、
茨

　
大
分
県
竹
田
市
と
の
交
流
を

問
　
民 

主 

み 

ら 

い

　
　
　
　
　
　
　
中
村　
信
彦　

答
精
神
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
平
成

25
年
４
月
か
ら
開
設
さ
れ
、
相
談

時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
で
あ
る

が
、
時
間
外
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を

行
っ
て
い
る
他
の
市
町
村
は
あ
る
の
か
。
さ

ら
に
、
心
の
健
康
相
談
等
の
実
施
機
関
な
ど

と
連
携
し
た
取
り
組
み
は
で
き
な
い
の
か
。

時
間
外
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
緊
急

や
む
を
得
な
い
場
合
な
ど
に
は
、
可

　
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
体
制
は

問
　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
下
野　
　
巖　

答

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
街
化
調
整
区

域
の
住
民
に
も
平
等
に
提
供
し
て
い

く
べ
き
で
あ
り
、
幹
線
道
路
沿
い
に
あ
る
調

　
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
利
用
は

問
　
維
新
の
会
・
み
ん
な
の
茨
木

　
　
　
　
　
　
滝
ノ
上　
万
記　

答
平
成
24
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
健

康
い
ば
ら
き
21
」
に
つ
い
て
、
６
分

野
か
ら
な
る
施
策
に
、
今
回
、「
歯
と
口
の

健
康
」
が
追
加
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
と
今
後
の
展
開
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診

に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
意
義

と
内
容
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

歯
と
口
の
健
康
の
分
野
に
つ
い
て

は
、
平
成
24
年
度
に
訪
問
歯
科
健
康

診
査
を
拡
充
し
て
お
り
、
今
後
、
ど
の
よ
う

な
方
を
対
象
と
し
た
施
策
が
必
要
か
に
つ
い

て
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
は
、
そ
の
リ
ス
ク
に
応

じ
て
、
内
視
鏡
検
査
や
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
に

つ
な
げ
る
こ
と
で
、
胃
が
ん
発
症
の
リ
ス
ク

を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
今
後
、

　
健
康
の
た
め
の
施
策
の
展
開
を

問
　
公　
明　
党

　
　
　
　
　
　
　
河
本　
光
宏　

答

　市議会では、本会議の ｢会議録｣ を定例会、臨時会
ごとに発行しています。市役所南館1階の情報ルーム、
各図書館で自由に閲覧できますのでご利用ください。
　また、議会ホームページ（http://www.city.ibaraki.
osaka.jp/shisei/gikai/）でも掲載しております。なお、
３月定例会の会議録は、５月中旬に発行の予定です。

会 議 録を閲覧できます

木
市
の
歴
史
文
化
を
再
認
識
で
き
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
竹
田
市
と
も
十
分
協
議
の
上
、

そ
の
効
果
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

能
な
限
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
精

神
障
害
者
の
相
談
に
特
化
し
た
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
い
る
の
は
、
本
市
だ
け
で

あ
り
、
今
後
、
心
の
健
康
相
談
等
の
実
施
機

関
な
ど
と
連
携
を
強
化
し
、
相
談
事
業
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

竹田市 （大分県） の白水ダム
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と
耐
震
化
、
老
朽
化
対
策
が
重
要
で
あ
り
、

劣
化
が
激
し
く
な
る
前
の
予
防
保
全
に
よ

り
、
将
来
か
か
る
コ
ス
ト
が
大
幅
に
削
減
さ

れ
る
と
聞
く
が
、
本
市
に
お
け
る
橋
梁
の
長

寿
命
化
修
繕
計
画
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
は
ど

の
よ
う
に
試
算
さ
れ
る
の
か
。

橋
梁
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
よ

る
平
成
22
年
度
の
橋
長
15
ｍ
以
上

の
橋
、
45
橋
に
つ
い
て
の
試
算
は
、
予
防
保

全
型
の
維
持
管
理
に
よ
れ
ば
、
今
後
100
年
間

に
必
要
な
修
繕
費
用
は
、
約
136
億
円
か
ら
約

64
億
円
に
な
り
、
約
72
億
円
の
縮
減
効
果
が

見
込
ま
れ
る
。

れ
の
考
え
が
あ
る
と
推
察
す
る
。
生
活
保
護

の
受
給
に
至
る
ま
で
に
は
、
制
度
の
周
知
と

保
護
に
関
す
る
相
談
内
容
を
丁
寧
に
説
明
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
が
求

め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

生
活
保
護
不
正
受
給
の
中
で
、
悪
質

な
も
の
が
意
図
的
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
受
給
者
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
が
歪
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
本
市
の
平
成
23
年
度

扶
助
費
総
額
に
占
め
る
不
正
受
給
額
の
割
合

は
、ど
の
程
度
か
。
ま
た
、生
活
保
護
制
度
は
、

人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
最
低
基
準
で
あ

り
、
必
要
な
人
が
気
兼
ね
な
く
受
給
で
き
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

平
成
23
年
度
に
お
け
る
稼
動
収
入
無

申
告
等
の
不
適
切
受
給
総
額
は
約

７
千
849
万
円
で
、
扶
助
費
総
額
の
1.2
％
を
占

め
る
。
生
活
保
護
は
申
請
に
基
づ
く
制
度
な

の
で
、
申
請
さ
れ
な
い
理
由
に
は
、
そ
れ
ぞ

　
気
兼
ね
な
く
受
給
で
き
る
生
活
保
護
に

問
　
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

　
　
　
　
　
　
　
山
下　
慶
喜　

答

地
域
の
高
齢
者
組
織
で
あ
る
老
人
ク

ラ
ブ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

の
担
い
手
や
今
後
組
織
化
が
進
め
ら
れ
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る
存
在
と
し
て
、

市
が
支
援
を
行
い
、
支
え
て
い
く
こ
と
が
と

て
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う

に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
果
た
す
役
割
は
重
要

で
あ
り
、
多
様
な
活
動
が
可
能
と

な
る
よ
う
、
平
成
25
年
度
か
ら
高
齢
者
リ
ー

　
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援
は

問
　
民
主
み
ら
い

　
　
　
　
　
　
安
孫
子　
浩
子　

答

防
災
・
減
災
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
考

え
方
か
ら
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
充
実

　
橋
梁
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を

問
　
公　
明　
党

　
　
　
　
　
　
　
坂
口　
康
博　

答

医
療
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、
効
果
等
を
含

め
、
検
診
の
結
果
を
十
分
に
分
析
し
て
い
き

た
い
。

ダ
ー
養
成
講
習
事
業
を
開
始
す
る
。
ま
た
、

新
た
な
審
議
会
を
設
置
し
、
高
齢
者
の
居
場

所
と
出
番
の
創
造
の
視
点
か
ら
、
総
合
的
な

支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

平成24年度補正予算を可決
　平成 24年度３月補正予算が可決されました。
　なお、採決状況については、13ページをご参照ください。

　●一般会計補正予算（第６号）
　　　　　　6,037,408 千円を追加し、85,142,892 千円

　●財産区特別会計補正予算（第３号）
　　　　　　4,811 千円を追加し、5,649,314 千円

　●国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
　　　　　　192,456 千円を追加し、28,089,673 千円

　●後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
　　　　　　1,201 千円を減額し、2,909,629 千円

　●介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
　　　　　　600,899 千円を追加し、13,578,299 千円

　●公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
　　　　　　428,453 千円を追加し、8,596,663 千円

　●水道事業会計補正予算（第１号）
　　　　　　374,510 千円を減額し、7,725,092 千円
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